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幻滅の悲哀
-キーツのロマン派的特徴-

藪下卓郎

Hamoment,sthoughtispassion,spassingbellの

(エαmiα,II,39)

キーツ(JohnKeats)の『ハイペリオン失墜』(r磁ダ誠㍉子均直前可(1819

年7-12月の作)に次のような詩行がある。

`Everysolemanhathdaysofjoyandpain,

`Whetherhislaboursbesublimeorlow-

`Thepalnalone;thejoyalone;distinct:

`0nlythedreamerverlOmSallhisdays,

`Bearingmorewoethanallhissinsdeserve.

(I,172-176)1)

これはこの作品の主人公が,記憶・詩の女神モネイタから聞かされる言葉の一

部である。語られている内容はこういうことである。人間には誰でも楽しい日

と悲しい日がある。そしてその喜びと悲しみは載然と区別されていて,お互い

に別個のものである。ところが夢想者だけが己れの一生をつらいものにしてい

る,というのである。つまり夢患者は通常の人間のように,喜びを喜びとし

て,悲しみを悲しみとして別個に体験することができない,いいかえれば喜び

に悲しみが侵入しがちなた馴こ,完全な喜びを味わうことができずに,ただ
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悶々とした日々を送ることになる,というわけである。この夢樋者というのは

未熟な詩人と憩定きれているために,この件りはキーツ自身の詩人としての苦

脳が窺われて興味深いのである。

つまり喜びと悲しみを区別し,喜びを喜びとして味わうことが,詩人キーツ

にとっては困難なことであり,またいいかえれば,いかにして悲しみが喜びに

侵入するのを防ぐかということにキーツは腐心していたということになる。こ

のことは喜びのはかなさという必然的現象に対するキーツの抵抗でもあった。

通常の人は喜びが悲しみに転化してゆく過程を当然のこととして受け入れるの

に対して,キーツは喜びのはかなさに抵抗し,喜びをできる限り長く,できれ

ば永遠に持続したいという願望,これは見方によっては実にぜいたくな,むし

がいい話しであるけれども,そういった願望を抱いていたのである。そして茜

びがどうしようもなく過ぎ去ったとき,そのあとの悲しみを泰然と受け止める

のではなく,去りし喜びに未練気な秋波を送るというのがキーツの性癖であっ

た2)。ここにロマン派詩人としてのキーツの面目躍如たる側面を窺うことがで

きるわけであるが,本稿ではキーツという詩人が喜びと悲しみの峻別にいかに

悪戦苦鍋したか,そしてそのプロセスにおいて,キーツ自身の感性がいかにし

たたかに,かつ繊細に鍛えられていったかについて,作品をとおして検討して

みたいと思うのである。

さてこの間題に考察を加えようとするとき,まず最初に想い出されるのは

『ハイペリオンの失墜』とほぼ同じ頃に書かれた『レイミア』(ん川前)(1819年

6-9月の作)からの次のような詩行である。

scientialbrain

Tounperplexbliss丘omitsneighbourpaln;

De五metheirpettishlimits,andestrange

TheirpolntSOfcontactJandswiftcounterchange;
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Intriguewiththespeciouschaos,anddispart

Itsmostambiguousatomswithsureart;

(I,19ト6)
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これはこの作品の主人公レイミアが所有する特殊な能力が語られている個所で

あるが,要するにこのレイミアなる蛇性の女は,喜びと苦しみを区別する「知

的頭脳」をもっていたということである。そして『ハイペリオン失墜』では,

通常の人にとっては当然のこととされていた喜びと苦しみの峻別が,ここでは

超人的な技として驚嘆されているのである。つまりキーツにとって喜びと悲し

みの区別という技は,一般人にとってはごく当たり前の能力のようにも思え,

また喜びに対する過度の期待ゆえに,喜びと苦しみの峻別に関する彼自身の無

力きを思えば,それが実に高度な技のように思えもしたということである。

ただしかしこの『レイミア』からの引用についていえば,問題はたんに喜び

と苦しみを峻別する能力だけではなく,喜びと苦しみがいかに精妙に隣接して

いるか,それを区別するのにいかに巧みな技が必要かという感触にまでおよん

でおり,むしろその点にこそキーツの感性の鋭さ,繊細さが読みとれるのであ

る。まず喜びと苦しみの関係についてみると,この二つは一般的にみられるよ

うに対照的,対顔的な関係にあるのではなく,バneighbour,,としての位置にあ

る3)。そして互いの境界線は"pettish"であるという。この単語は「気むずか

しい」とか「怒りっぽい」という意味であるが,要するに喜びと苦しみの境界

線が載然たるものではなく,わずらわしいくらいに入り組んでいる状態を暗示

している。

いまひとつ注目したいのは,"blissけとりpain,,が概念としてではなく,気む

ずかしく反応する生きもののごとくとらえられている点にキーツの特徴をみる

ことができるということである。キーツという詩人は抽象概念を表わすとき

に,たんなる椒念を念頭においていたのではなく,その概念が李まれている感
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覚的な対象と一体化していた4)のであるが,この場合における``pettish"の用い

方もその好例といってよいであろう。また"contactandswiftcounterchange"

という表現に化学的反応とも思える現象を認めることができるのであるが,再

びと悲しみの交わりはそれほど微妙であったということである。きちに"the

speciouschaos,,やりItsmostambiguousatoms"という表現からしても,キー

ツにとって喜びと悲しみの関係がいかにまざらわしくかつ曖昧であったかとい

うことがわかる。

そしてこういう関係にある両者を峻別する動作が〃unperplex","Define"

〃estrangeP,HIntrigue","dispartりというわけである。これらの動詞は各々

「峻別する」という目的を共有しながら・,その行為の内容は微妙に異なってい

る。ことはど左様に「峻別する」という行為に際して,キー、ソはできるだけ

「確かな技」("sureart")を必要としたということである。

何とか事びが悲しみに染まらないようにしておけないものか,というキーツ

の願望が結局は『レイミア』のテーマではないかと思えるほど,このことは繰

り返し言及きれている。先に``Tounperplexblissfromitsneighbourpain・・・,,

(192-)という数行を引用したが,下って327行目には"unperplex'ddelight

and画asure"という変奏された表現がみられる。レイミアの語る一語一語が恋

人のリシアスを「純粋な睾びと快楽」へ誘ったという件りである。このように

してこの作品において,レイミアという女性は完全な事びや快楽を可韓にして

くれる超現実的な存在として措かれている。

ところで『レイミア』という作品は,いま一つの問題,つまりこういう超現

実的存在が現実的存在と相交わればどういう事態になるか,ということを扱っ

ている。蛇女レイミアと人間リシアスの恋物語の展開がそれである。この二人

の恋人たちは,しばらくは何の束縛も受けず,誰からの干渉も受けずに,二人

だけの至福を味わったわけであるが,やがて破滅が訪れることになる。その契
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機というのは,リシアスが二人だけの「黄金の領域」を越えて,忘れかけてい

た騒然たる世俗の嶺域へ想いをはせることである。その件りをキーツはこう記

している。

Hisspiritpass'dbeyonditsgoldenbourn

IntothenoISyWOrldalmostforsworn・
(II,32-33)

実はここにキーツの快楽の論理なるものが示されている。「喧騒の世界」("the

noisyworld")はリシアスが忘れかけていた生活圏であり,それだけリシアス

はレイミアとの「黄金の領域」に投入していたわけである。そして上の引用の

〃Hisspiritpass,dbeyond・・・"という表現は,「黄金の番城」からのごく必然的

な感性上の移行を表わしているのである。つまり人間の感性は,いかに「黄金

の領域」にとどまろうとしても,時間の経過とともに,不可避的にその「領

域」を出ていかざるをえないということである5)。そしてリシアスがレイミア

以外のことに想いを馳せたということもその一例に他ならない。

hemusedbeyondher,knowlngWell

Thatbutamomerlt'sthoughtispassion'spassingbell・
(II.38-39)

一瞬たりとも思考が働けば,愛の情熱が醒めるという必然性("passion,spass-

ingbell"の頭韻と規則的な韻律に注意)をじゅうぶん知っていながら,リシア

スはレイミアの彼方へ憩いを馳せたというのである。"hemusedbyondher"

(イタリックは筆者)という表現は,先の"Hisspiritpass,dbeyonditsgolden

bourn''(同)と響き合っている6)わけであるが,要するにレイミアの世界はリ

シアスにとって黄金界でありながら,レイミアの圏外ヘリシアスの憩いが及ん
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だということである。これはたんてきにいえば,リシアスがレイミアとの恋に

飽きたということに他ならない7)が,リシアスの気持としては,二人だけの閉

ざされた情熱的世界をそれだけで自足した世界として終らせないで,それを一

般の人間界に位置づけたかったのである。具体的にいえば,それまでの同棲関

係を結婚披露宴という公けの場に持ち出し,二人の関係を社会的慣習の枠組に

蕨めることであった。この欲求は超現実的世界を現実的世界へ引きおろすこと

に他ならない。そういうリシアスの欲求がそもそも二人の愛の崩壊の契機にな

るわけであるが,崩壊を決定的ならしめたのは,レイミアに代表される情熱的人

間に対抗する登場人物,リシアスの学閥上の師であるアポロニアスの存在であ

る。次の引用は冷徹な知性の権化といってよいアポロニアスの視線をうけて,

蛇女レイミアが消失してゆく運命を知ったときの語り手キーツの声である。

Donotallcharmsny

Atthemeretouchofcoldphilosophy?
Therewasanawfulrainbowonceinheaven:

Weknowherwoof;hertexture;SheisglVen

Inthedullcatalogueofcommonthings.

PhilosophywillclipanAngePswlngS,
Conquerallmysteriesbyruleandline,

Emptythehauntedair・,andgnomedmine-

Unweavearainbow,aSiterewhilemade

Thetender-PerSOn'dLamiameltintoashade.8)

(II.229-238)

内容的にはあらためて繰り返す必要もないであろう。要するに「冷徹な知性」

("coldphilosophy,')によって「魅力」(パcharms")は消えてしまうのか,という

懸念である。その「魅力」の実例としてキーツ``anawfulrainbow","anAn一

gel'swlngS","allmysteries,``thehauntedair",gnOmedmine",そして
IタIt

Lamiaをあげている。この意味領域は広く,く神秘的な想像的所産〉とでもまと
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めてよいものであるが,何よりもレイミアがすべてを代表していることから解

るように,この世ならぬ「魅力」が「冷徹な知性」に直面したときのもろさ,

はかなさという点にキーツの関心は向けられていた。

さらに上の引用で注目に値するのは,その語り口詞である。"Donotall

charmsfly/AtthemeretouchofcoldphilosophY?"という疑問というよりは

詠嘆調,すなわち美のはかなさを知りながらも,なおその喪失を惜しむ気持が

ここにはある。"Therewasanawfulrainbowonceinheaven…Sheisgiven/

Inthedullcatalogueofcommonlhi-1gS."という過去からの経由。"Philoso-

phywi11clipanAngel,swings"という神秘的現象のはかない定め。そして

"asiterewhilemade・・・Lamiameltintoashade"という締めくくりの文句でこ

の物語が美のはかなさという不変的真実の典型的一例であることが示されてい

る。

この種の物語りで語り手がこういう主観的見解をさしはさむのは,しばしば

みられることであるが,はたしてこの件りでキーツはレイミアの消失を必然的

な現象として容認しているであろうか。キーツの内的葛藤はさらに続く。すな

わちアポロニアスの桐眼に見据えられてレイミアが憾悍してゆくとき,リシア

スはそれを黙認するのではなく,わが師アポロニアスに対して激しい呪いの言

葉を吐く。しかしこれはキーツがリシアスと一体化して,アポロニアスに象徴

される理性的世界を批判しているというのではなく,アポロニアス的要素も

キーツの素質であって,それが同じくキーツがもっていたリシアス的要素と

争っていたというふうに読むべきであろう9)。リシアスがアポロニアスを面属

する文句は20行にわたって続くのであるが,そのなかで注目すべき表現を列挙

すると次のようになる。``fouldream"(271),"thosejugglingeyes"(277),

"thineimpiousproud-heartsophistries,/Unlawfulmagic,andenticinglies"

(285-6),``hisdemoneyes"(289)。ところでこれらの表現について読者はい
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ささか意外の感にうたれるのではあるまいか。というこのは,それまでアポロ

こアスは冷徹な知性の持主,哲学者であるとされてきたからである。ところが

ここでリシアスがアポロニアスに浴びせている言葉は,およそそれとはそぐわ

ぬ意味内容のものである。``jugglingeyes","enticinglies"は知的思想家にあ

てはまるとは思えない表現であり,"UnlawfulmagiC''とか"demon''という

のは他ならぬレイミアに付せられていてもよい表現である。なぜならレイミア

はこの物語りのはじめ頃に"Somedemon,smistress,Orthedemon,sself''

(I,56)と,語り手によって称されているし,またいくつかの奇蹟をも演じて

いる。たとえばレイミアのつれない素振りに気絶したリシアスを接吻一つで覚

醒させたり(I,290-295),二人が出会ったセンクリアスから二人の愛の巣が

あるコリントスまでの距離三リーグを「魔法でもって」(``byaspell'',I,345)

三歩に縮めたり(I,344-349),目に見えない従者を使って,華渾な宴会場を

設営させたりもしている(Ⅱ,11ト141)。しかもアポロエアスに見据えられて,

結局レイミアが消失してしまう以上,レイミアがリシアスにもたらした束の間

の快楽はやはり"juggung''であり,"enticinglies"であったともいえよう。

もちろん上にあげたリシアスの言葉は,アポロニアスの冷たい視線に怯える

レイミアを不憫に思うあまり,激昂して発せられたものであり,その分だけ割

り引いて解釈されるべきであろう。事実すぐ続けてアポロエアスがそういうリ

シアスを馬鹿呼ばわりし,今日まであらゆる恵からおまえを護ってきてやった

のに,おまえが「蛇の蝕食」(``aserpent,sprey"Ⅱ,298)になるのを見過すこ

とができようか,といってたしなめる件りが続く(Ⅱ,296-298)。アポロニナス

から見ればレイミアの魅力は,人を欺く幻であり,自分は弟子を救おうとして

いるというのである。しかしレイミアの魅力がまやかしであり,アポロニアス

がそれを見破る貿明な知性の持主であると,必ずしもキーツが考えていたわけ

ではないことだけは確かであろう。リシアスがレイミア以外のことに想いを馳
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せたことは事実であるとしても,それまでの二人の愛がキューピッドもうらや

むほどであり(Ⅱ,12-15),それだけ真実味があったことも事実である。しか

しレイミアの存在は想像界においてのみ真実であり,リシアスに現実意識が芽

ばえたとき,二者の闇に決定的な帝離が生じるのであった。これは『ナイティ

ンゲールのオウド』(Odg紬αⅣig如わgdわ)(1819年5月の作)や『ギリシャの

壷のオウド』(Od…乃αgγgCね柁Ur可(1819年5月の作)にも共通する,キーツ

の美的体験の基本的パターンである。

要するにレイミアの世界が真実なのか,アポロニアスの世界が真実なのかと

いう開法に際しては,キーツはレイミア的側面とアポロニアス的側面の接点に

身を置いていたのであって,局面によっては両側面が相似た相貌を呈するとい

うこともありえたということである。たとえば先に指摘したようにレイミアが

リシアスを伴って,センクリアスからコリントスに至る三リーグの距離を三歩

に短縮することができたのはレイミアの「魔法による」("byaspell",I,

345)のであったが,結婚披露宴でレイミアの美貌を奪ったのもアポロニアス

の得体の知れぬ「魔法」(``Somehungryspell",Ⅱ,259)であった。まさに両

者の接点はすでに引用したとおり,"COntaCtandswiftcounterchange"(I,

164)と表されるほど迅速に入れ替りかねない位置にあったということである。

とにかくレイミアはアポロニアスの桐眼(リシアスにとってはそれはまた魔

法)によって消失する。しかし物語はそれで終ってはいない。リシアスはアポ

ロニアスの力によって「蛇の餌食」になることから逃れたわけであるが,その

夜から体が衰弱し,やがて死ぬ。アポロニアスは弟子リシアスをレイミアの魔

法から救出したのであるが,最終的には彼の命を救うことはできなかったとい

うことである。従ってキーツにとって,これら三者の存在価値を序列化する一

定の論理は何もなかったということになる。キーツはこの三者の各々に共鳴し

ながらも離反せざるを得なかっ~た-そういう心の綾をこの物語詩に反映させ
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たといえる10)。

一方,ソネットやオウドといった短詩においても,快楽とその裏に潜む悲

哀,快楽の消滅に伴う現実意識の悲哀といったテーマが繰り返しうたわれてい

るC>そこでまず"BrightstartWouldIwerestedfastasthouart-"(制作

年未詳)ではじまるソネットを取り上げてみたい。このソネットは第一行目が

示すように,北極星のように不動でありたいというキーツの願望をうたいあげ

たものである。こういうテーマをキーツが繰り返し扱うのは,現実の移りやす

さ,とくに美のはかなさが彼の感性を痛めつけるからであって,それに抵抗す

る方便としてキーツは忘却とか眠りとか死を欲するのであるが,この場合もそ

ういう欲求の一変奏として永遠性を夢見ているのである。しかし同じ不変・不

動でありたいといっても,自然の行者,不眠の隠者のように下界を見おろす北

極星の「孤独な崇高さ」に憧れるのではなく,恋人の豊かな胸を枕にして,永

久にそのやわらかな起伏を感じ,静かな息づかいにじっと耳をすましておきた

いというのである。

-YetStillstedfhst,Stillunchangeable,

Pillow'duponmyfhirlove'snpeningbreast,

Tofbelforeveritssoftswellandfall,

Awakeforeverinasweetunrest,

Still,Stilltohearhertender-takenbreath,

Andsoliveevel・-Orelseswoontodeath.

(9-14)

レイミアとリシアスとの閏房もかくやと思えるほどに官能的なイメジである。

しかしまずこれがキーツの願望として描かれたイメジであることに注意しよ

う。この6行のなかに「永遠に」という意の表現("rorever"ないし``ever'')

が3回使われている。ということは,ここに描かれたような状態で"feel",

"hear'',"live"することが,現実にはいかに実現し難いかということをキーツ
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が承知していたということである。そしてレイミアとりシアスの間に不安が存

在していたように,この快楽にも実は不安は隠されているのである。この官能

的な快楽の中にあって,キーツが感じていた不安は``asweetunrest"と記さ

れている。それはこの状態がそのうちに毀れるのではないかという不安である

が,少なくとも現在の状態が続く限り,不安が現実化することはない。その限

りにおいてその不安は"sweet"なのである。そしてキーツは永遠にかくあれか

しと願っているのである。

いまひとつ注意したいのは,感能的な愛をうたったこの場面が,必ずしも快

楽の頂点を描いたものではない,ということである。"SOrtSWellandfall"を

感じ,``tender-takenbreath"に耳を澄ませるというのは,『ナイティンゲー

ルのオウド』においてキーツが体験した"Myheartaches,andadrowsy

numbnesspains/Mysense…"(1-2)というような激しい感覚体験ではなく,

比較的穏かな,陶然たる快感といってよい。そういう状態を永遠に持続したい

とキーツは願っているのであるが,それは快楽の後には幻滅の悲哀が訪れると

いう真実(postcoetumhomotristis)をキ,ツが知っていたからである。他に

もたとえば『ギリシャの壷のオウド』において,いまにも恋人に口づけしよう

とする直前の状態で静止した著者の姿を壷の表面に見て,キーツは「悲しむな

かれ」("donotgrieve",18)といったのもそれゆえである。一方においてキー

ツは『ナイティンゲールのオウド』におけるように,烏の歌声に感覚が麻痺す

るような快感を覚えたとき,その快感をさらにエスカレートするためにぶどう

酒を欲するというような衝動をもっていたが,そういう状態から醒めた後に訪

れる悲哀を恐れてもいたのである。それゆえに快楽の絶頂に至る一歩手前の状

態を永遠に保ち続けたいという願望が生じるのであるが,キーツはもちろんそ

れが可能とは考えてはおらず,従ってそれに代るセカンド・ベストとして,こ

のソネットにおいては死を欲するのである。その死に方も``swoontodeath"
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と表現されているように,痛々しい死ではなく,むしろ心地よい死といってよ

い。これはキーツの果てしない願望といってよく,『ナイティンゲールのオウ

ド』においても"Toceaseuponthemidnightwithnopain"(56)という死

に方に憧れている11)。しかし実際にはそういう死もかなえられず,快楽から醒

めたキーツは,もっとも避けようとした現実界へ回帰せざるを得ないのであ

る。これはすでに論じた『レイミア』や後で論じる『つれなき美女』(エαβgJJβ

かα的β∫α乃∫〟βrd)(1819年4月の作)において繰り返されるテーマであるが,

このソネットにおいては覚醒の段階までに及んでいない。

このようなわけでキーツは悲しみが喜びに侵入してくる必然性を承知してい

たがゆえに,悲しみの侵入を食い止め,喜びに固執し,喜びを持続させようと

していたのである。そしてどうしようもなく喜びが去り,悲しみが襲うとき,

キーツはいやというほど幻滅の悲哀を味あわされ,ときには当惑し,ときには

未練気に去りレ快楽を振り返るのであった。

キーツの作品中で,幻滅の悲哀をもっとも濃厚に映し出しているのは,何と

いっても『つれなき美女』であろう。この作品は中世バラッドという物語形式

で語られているために,外面的にはキーツの主情は抑えられているようにみえ

るけれども,実はそれだけ根深いキーツ的感性の響きが聞きとれるのである。

妖精の女に出会って恋に陥った騎士が,官能的な快楽に耽ったあと眠りにつ

く。ところが夢の中で,この女のとりこになった12)ために,精を抜かれて死に

絶えた亡者たちの警告13)によって目覚め,冬枯れた野を蒼白の顔をしてさ迷っ

ている。この作品はそういう話を質問者が当の騎士から聞き出すという構成で

ある。蒼ざめ,やつれ果て,悲しみにくれてただ一人で野をさ迷っている騎士

こそ,幻滅の悲哀を味わっている典型的人物である。質問者は騎士の相貌を次

のように記している。
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Isccalilyon血ybrow

Withanguishmoistandfbverdew,

Andonthycheeksafhdingrose
Fastwitherethtoo.

(9-12)

比喩的な表現が使われているが,外面的には騎士の顔が病的に蒼ざめ,汗ばん

でいるということである。しかしこの比喩的表現にはそれ以上の含意がある。

すなわち"lily"や"rose"は常套的に性愛の象徴であり,ここではそれらが衰

え,失なわれてゆくプロセスが暗示されている。さらに"anguishmoistand

feverdew''は,恋に病んだ騎士の表情であるが,妖精との愛欲の名残りとも

とれる。要するにこの騎士は亡者たちの警告ゆえに,妖精の餌食になることか

ら逃れたのであるが,いまだに妖精への未練絶ちがたく,その余韻に酔い痴れ

ている。幻は消えた。そしてこの騎士は現実へ回帰したものの,幻を失ったこ

とを悲しみ,なお幻を恋い慕っているのである。リシアスはレイミアを失い,

レイミアを恋い慕って自らも死んだ。一万この騎士は消えた妖精を慕って永遠

に丘辺を歩き続けるのではないか。

Owhatcanailthee,knight-at-armS,

AloneandpalelyloiteringP

Thesedgehaswither'dfilOmthelake,

Andnobirdssing.

(1-4)

という質問者の問ではじまったこのバラッドは,

AndthisiswhyIsqiournhere,

Aloneandpalelyloiterlng,

Thoughthesedgeiswither'd丘omthelake,

Andnobirdssing.

(45尋は)



42 幻滅の悲哀

という騎士の答で閉じられている。作品としてのこのような円環構造に似て,

騎士がloiteringする歩行も,冷えぴえとした丘辺を巡って,果てしなく繰り返

されるのではないかとさえ思えるのである14)。

ところで『つれなき美女』は,語りの上でバラッドという客観的な体裁をも

つ作品であり,キーツ白身の声は作品の体裁にカモフラージュされている感が

あるが,キーツのより直裁な声はオウドという詩形において聞かれるのではな

いだろうか15)。『ナイティンゲールのオウド』では,ナイティンゲールの声を聞

いた話者(これはもうキーツと同一人物とみなしてよかろう)が,強烈な快感

を覚え,そのまま死に果てたいという願望を抱きながら,ナイティンゲールが

飛び去った瞬間に我に帰るという体験が80行にわたってうたわれている。ここ

には不滅の生命と「孤独なる自我」("mysoleselr''72)との対照というキーツ

の本質的なテーマが存在する16)のであるが,ここでは本稿の眼目にそって幻が

消えた瞬間のキーツの反応にだけ注目してみたい。

Forlorn!theverywordislikeabell

Totollmeback丘・Omtheetomysoleself!

Adiue!thefhncycannotcheatsowell

Assheishm'dtodo,deceivingelLl

Adieu!adieu!thyplaintiveanthemfades

Pastthenearmeadows,OVerthestillstream,

Upthehill-Side;andnow'tisburieddeep

Inthenextvalley-glades:

Wasitavision,OraWakingdreamP
Fledisthatmusic:-DoIwakeorsleep?17)

(7ト80)

これがキーツの幻滅時の述懐である。ナイティンゲールの鳴き声がもたらした

強烈な快感,それに伴う至福に満ちた想像界,そういった体験がはたして「真

実」であったのか,それともただの「白日夢」であったのか,はたして自分は
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目覚めているのか,眠っているのか,と自閉しているのである。これは幻滅の

悲哀を味わうとか,消えた幻に対して未練がましいといったふうではなく,む

しろ茫然自失といった方がふさわしい。つまりそれだけそれまでの旗像体験が

強烈で,かつはかないものであったがゆえに,その体験が真実なのか,それと

も信頼に足るものではないのか,判断がつきかねるということである18)。

『ナイティンゲールのオウド』と並び称せられるのが『ギリシャの東のオウ

ド』であるが,この作品も他所で論じたことがある19)ので,ここではやはり幻

滅の局面だけを取り上げてみたい。キーツの想像体験が常にそうであるよう

に,ギリシャの壷に刻られた人物像に駆られて想像をめぐらせたキーツは,や

がて現実に立ち返る。するとそれまで豊かな想像界を展開させた壷が,今やた

んなる無機的な塊りとなって眼前に静まり返っている。キーツはこのとき芸術

作品がもつ限界を知らされてとまどうのである。そしてキーツは意に向って

Thou,Silentform,dostteaseusoutofthought
Asdotheternity:ColdPastoral!

(44一拍)

という言葉を吐く。``silentform"と"ColdPastoral"は壷に対する呼びかけで

あるが,まず"silent"と``cold"という譜に注意してみよう。それまでキーツ

の憩像空間に,妙なる音楽を響かせ,恋人たちの熱い吐息をふりまき,森の

木々の生命力を凝らせていたギリシャ時代の壷という存在が,いまは冷たい大

理石として静まり返っている。そういう物体を前にして,キーツは「汝はわれ

われを苛立たせて,思考力を奪ってしまう。ちょうど永遠がそうするように」

と述べているのである。ここで興味深いのは,幻滅時の実感を表わすのに,

キーツが``tease"という語を使っている点である。これはそれまで壷の絵に刺

激されて,永遠界にしばし遊んだキーツが,現実界へ突き戻されたときの反
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応であるが,永遠界と現実界の墳界線上に瞬間的に身を置いた神経の苛立ちを

生々しく伝えている。"AsdotheternitY"とあるとおり,「壷」は「永遠」の象

徴である。「永遠」という概念を思考するとき,その実体は苛立しいほどとらえ

にくい。同じようにキーツにとって「永遠」の象徴である「壷」は,キーツに

しばらくの間は「永遠」の空間に身を置くことを許しても,やがて冷たく現実

界へ突き返す。そのときキーツは思考の脈略を欠き,壷の世界が実なのか虚な

のか,その実体の捉え難さに苛立つというのである。こういう反応もキーツに

とっての幻滅の一様態として注目される。

それではキーツという詩人は,喜びの喪失,悲しみの襲来に際して,ただ未

練がましく当惑し,苛立っていただけであろうか。実はキーツには,喜びには

悲しみがつきものであるという観点(これは冒頭で指摘したとおり,一般の

人々には当然のこととして受け入れられているが,キーツにとっては喜びに執

着するあまり,感性的に噸応するのが困難な現象であった)から,悲しみの存

在を説くこともあったのである。そのような悲しみについての認識を醒めた意

識で分析した作品に『メランコリーのオウド』(0滋の〟gα乃c短妙)(1819年5

月の作)がある。注2で指摘したとおり,このオウドは他所で作品論として論

じたことがあるので,ここではやはり本稿のテーマである幻滅の悲哀の変奏と

いう点から,このオウドを締めくくる第3連に簡単に触れてみたいと思う。ま

ず次の二箇所に注目してみよう。

ShedwellswithBeauty-Beautythatmustdie;

(21)

Ay,intheverytempleofDelight
VeiPdMelancholyhashersovranshrine,

(25-26)

``She''とはメランコリーを擬人化したイメジである。まず肇句風の表現に注意



幻滅の悲哀 45

しよう。この作品は『ナイティンゲールのオウド』や『ギリシャの葱のオウ

ド』のように,快楽経験を時間的プロセスに従って掃出したものではない。そ

うではなくて,すでに熟知している悲しみの拠って釆たるところを教訓風に説

くという体裁からなる。他の作品ではできるだけ遠ざけ,避けようとしてきた

悲しみの存在を,ここでは正視し,その所在を突きとめようとする姿勢がみら

れるのである。要するに幻滅の悲哀を度重ねたキーツは,喜びではなく悲しみ

こそ豊餞な生命の力であるとする立場をものにしまうとしていたのである。そ

してそのような生命力は強烈な快楽経験のはてにこそ獲得できるものであると

いうのがこのオウドの趣旨である。すなわち真の悲しみを味わうことができる

のは次のような人であるという。

himwhosestrenuoustongue

CanburstJoy'sgrapeagainsthispalafe丘ne;

(27-28)

このオウドでメランコリーは女神の姿にイメジ化されているが,この女神の

風貌は『ハイペリオンの失墜』における記憶の女神モネイタへと変奏されてい

る。このようにしてキーツにとって,幻滅の悲哀は嘆きの対象から悲劇的現実

の認識へと展開してゆくことになる20)。

【注】

1)以下キーツの詩の引用はJackStillinger,ed.,77iePoems〆JohnReats,theBelknap

PressofHarvardUniversityPress,Cambridge,Massachusetts,1978に拠る。

2)この特徴については「キーツのメランコリー」(『英文学研究』(日本英文学会)vol.

lv,nO.2,1978,pp.199→210)と越した拙論において指摘したことがある。そこ

ではAndrewMarvellの`TohisCoyMistress,と比較して,キーツの「快美への

過剰な期待とか憧憬,消え去ろうとする快美に対する執拗な抵抗とか未練」(p.

202)に注目し,0ゐ餓ノ娩海部磁心の分析を通して,キーツ的メランコリーの特徴
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を浮彫りにした。本稿では取り扱う対象をいま少し広げて,眼目をメランコリーの

実体ではなく,幻滅の悲哀の諸相を描くこととした0

3)CLHwoe!woe!isgrief.contain'd

Intheverydeepsofpleasure,mySOlelifeP"

(励砂mわ〝,II,823-24)

4)メランコリーやインドレンスという概念がキーツによっていかに感覚的領域でと

らえられていたかは,各々仇k弼A郁肋地車や0壷仇前転血短冊を読めば明らか

である。同様に〃lirc"という概念については品呼α通P融坊85-95を,"Calm

thoughts"という概念については4極γ血r鬼叫の〟打力β据巧妙閻柄=肋1最前∫恥14

を参照。

5)Lamia,PartⅡに〃spellsarebl1tmadetobreak"という放棄された一節がある。

Cf.H.W.Garrod,ed.,TnePocticalWorksqfJohnKcals(OxfordEnglishTexts),

2nded.0ⅩfordattheClarendonPress,1958,p.205.

6)これらの表現は1818年3月に書かれた次のような書簡体の詩のイタリックの表現と

も響き合っている。

〃Itisanaw

InhapplneSStOSee卯乃dOぴrh〝r柁一

Itfbrcesusinsummerskiestomourn:

ItspoilsthesignlngOfthenightingale."

(了もノ.ガ.月号γ御仏,励ダリ82-85,イタリックは筆者)

7)CL"Where'sthecheekthatdothnothde,

ToomuChgaz'datPWhere'sthemaid

WhoselipmatureisevernewP

Where'stheeye,howeverblue,

DothnotwearyPWhere'stheLhce

OnewouldmeetineveryplaceP

Where'Sthevoice,howeversoft,

Onewouldhearsoveryo丘?"

(爪m凱69-76)

8)スペリはこの箇所に関してHazlittからの影響を指摘し,次のような作品に言及し

ている0"theprogressofknowledgeandre丘nementhasatendencytocircum・

SCribethelimitsoftheimaginatiorl,andtoclipthewingsofpoetry"("On
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PoetryinGeneral",LecturesontheEnglishPoets,ed.Howe,V,9)(S・M・Sperry,

&atsthePoet,PrincetonUniversityPress,1973,PP.298-299,n)"Wemurder

todissect"(W.Wordsworth,77ie7bbles77Eme4,1・28)という一句もキーツの念

頚にあったかも知れない。

9)同じくスペリはこういう葛藤にキーツが秘かな喜びを感じていたと述べている。

"Wehavethesenseofapoetponderingamajordilemmanotwiththeendof

resoIvingitbutratherdelightingperVerSelYinitsdifhcultiesandembarrassments・=

(S.M・Sperry,1ud・,P・292)

10)このあたりのキ1ツの詩人としての特徴は,ミリアム・アロットの次のコメントに

よって適確に表わされている。"a'Shakespearian'poctwhosegreatnessderives

丘omasenseofhumanconnictratherthan丘・Omanyfbelingfbrwonders"(Miriam

Allott,"Isabclla',`TheEveofStAgnes'and`Lamia"inKennethMuir,ed.,

JohnReats,AReassessTTWnl,LiverpooIUniversityPress,1969,p・42)

11)こういう願望はすでに乱呼飾れ甑り(1816年10-12月の作)においてみられる。

"tomyardentprayer,

Yield丘omthysanctuarysomeclearair,

SmoothedLbrintoxicationbythebreath

Offloweringbays,thatImaydieadeath

OHuxury"

(55-59)

12)原文は"Theycried-"Labelledamesansmerci/Haththeeinthrall""(39-40)

であるが,この表現はLamiaにおける糾Thelifeshehadsotangledinhermess"

(I,295)を想い起させるし,遡行してEndymionにおけるGlaucusとCirceを

巡るエピソードに,``Anetwhosethraldomwasmoreblissthanal1/Therange

Ofnower'dElySium"(Ⅱ,427-428)という表現がある。

13)これに類似したイメージもすでに励めⅧ短にみられる。これは注12におけると同

じGlaucusとCirceのエピソ,ドについての一節である。

HAndallaroundhershapes,Wizardandbrute,

Laughing,andwailing,grOVeling,SerPentlng,

Shewingtooth,tuSk,andvenom-bag,andsting!

OsuchdefbrmitieslH

(III,500-503)
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14)こういう冷えびえとした状態における愛の情念は0乃αPic鵬可上gα乃ゐγと題され

たソネットに描かれたLeanderや,同じく0乃l甘jD柁αmと超されたソネットのな

かに擬せられたPaoloとFrancescaのイメジにも窺うことができる。

15)Pettetはキーツの詩中の「私」が一般化されているとして次のように述べている。

"thepoetic'Pistoalargeextentauniversali2.edone.Thisisthechiefmeasure

ofdifrtrencebetween,Say,theOde10aWtoiTmlcandDdection:anOdk;
betweentheode7bAulumnandtheO`ゐtolhe的∫tmnd,"(E.G.Pettet,Onthe

PoeりqfKeatJ,CambridgeU.P.,1957,p.287)しかしこれは各々Coleridgeや

Shelleyとの比較でいえることであって,キーツの詩全体からいえば,キーツの

オウド群は比較的主観性の強い作品といえるであろう。

16)OdgねαⅣig加乃g誠に対するこのテーマの考察は拙論「キーツの死の諸相」(『英

文学評論』第40集,京都大学教養部英語教室,1979,pp.19-43)においてなした。

17)79行目の草稿はバWasitavisionrealorwakingdream?"となっている。なお想

像界から現実界への帰還を語るこの連は,用語上月柁車間わ乃の次の一節と呼応して

いる。

"There,Whennewwondersceas,dto銀oatbefore,

Andthoughtsofselfcameon,howcrudeandsore

Thejourneyhomewardtohabitualself!

Amad-purSulngOfthefbg-bomelf;

Whoseflittinglantern,throughrudenettle-briar,

Cheatsusintoaswamp,lntOa丘re,

Intothebosomofahatedthing."

(II,274-280)

18)Cf:``Likethebeginningofthepoemtheysuggestaprostratingreactiontoan

experiencetoopowerfhltobemastered,Whileasquestionstheyalsoexpressan

attempttocontrolandtounderstandit."(R・H.Fogle,`Keats'sOdetoa

Nightingale',inJackStillinger,ed.,TbenliethCbnturylnteTPrelationがRbats'sOdes,

PrenticeHal1,1968,p.39)

19)拙論「キーツ『ギリシャの壷のオウド』一脈縛で証明されなかった公理」(『英文学評

論』第51集,京都大学教養部英語教室,1986,Pp.75-94)参鳳。

20)そのあたりの展望と野心をキーツは日常的な手紙のなかで,HIwouldrather

COnquermyindolenceandstrainmynelr]vcsatsomegrandPoem…Imust
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takemystanduponsomevantagegroundandbeginto伝ght-Imustchoose

betweendespalrandEnergy-lchoosethelatter-thoughtheworldhastaken

onaquakerishlookwithme.‥"(Keats'LettertoSarahJefh-ey,31May1819)

(H.E.Rollins,ed.,771eLetteγSQfJDhnKeats,2voIs,HarvardUniversityPress,

1958,VOIII,p.113)という風な表現でほのめかしている。"SOfnegrandPoem"

というのはmれ抽〃げ巧妙前川を念頭に置いていたのであろう。


